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１. ＰＣＢ処理安全監視委員会について
８月３１日（金）に、平成３０年度第１回「豊田市ＰＣＢ処理安全監視委員会」（主催：豊田市）が
豊田ＰＣＢ処理事業所で開催されました。

今回の監視委員会では、ＪＥＳＣＯからは豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設の操業や運転廃棄
物の状況等を報告し、ＰＣＢ廃棄物処理が順調に進んでいることをご確認いただきました。

また、7月に使用済布ウエス用保管容器から白煙が発生した事例について報告しました。
当日の豊田消防による現地調査では火災ではないとのご判断をいただいたこと、事業所と
して発煙した原因を調査しましたが原因を確定するに至らなかったことをご説明するととも
に、改善対策として、使用済布ウエスの保管容器内での保管期間を短くすること、保管容
器の数を減らすこと、保管容器の設置場所を目の届きやすいところに移動すること、保管
容器の構造を改善することを報告しました。
委員の方からは、原因の特定に向けてさらなる調査をすすめるようご意見がありました。

豊田市からは、豊田ＰＣＢ廃棄物処
理事業所への立入検査の状況、ト
ラブル発生時の報告公表基準の改
訂等について説明がありました。

ＪＥＳＣＯの処理エリアである愛知県、
岐阜県、三重県、静岡県及び７政令
市からは、ＰＣＢ廃棄物保管事業者
の掘り起こし調査の結果等につい
ての説明があり、委員の方からは、
掘起し計画の前倒しと進捗管理を
しっかりするようご意見がありました。

環境省からは、ＰＣＢ廃棄物の早期処
理促進に向けた国の取組として、名古
屋にある地方環境事務所の体制強化、
PCB廃棄物保管事業者の掘り起し調
査の支援、中小企業者等の負担軽減
措置等について説明がありました。
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２. 総合防災訓練の実施
豊田ＰＣＢ処理事業所では、２４時間４班
３交代の勤務体制をとっているため、各
班が一回ずつ訓練ができるよう、防災訓
練を４回実施しました。この訓練では、深
夜の火災発生を想定し、少人数の夜勤
者による初期消火活動の役割を確認し
ました。併せて、夜間の事故発生時にお
ける消防本部や豊田市への緊急通報の
手順を確認しました。

また、８月２０日（月）には、上記の防災訓
練に加え、ＪＥＳＣＯと運転会社の合同に
よる避難訓練と、消火器と消火栓による
消火訓練を実施しました。終了後には、
立会をいただいた豊田市消防本部予防
課から、それぞれの訓練についての講評
をいただきました。

３. 名古屋大学情報文化学部の学生の方々の見学
８月３０日（木）に、名古屋大学情報文化学部の皆さんが、学外見学授業『環境フィールドセ
ミナー１』の一環として、当事業所を見学されました。

学生の方からは、ＰＣＢと言うものがあると
いうところから初めて知りましたが、安全第
一に処理されているのに驚いた。産廃施
設なので、かなりハードな使い方がされて
いると思っていたが、施設がキレイで良か
った。また、もっと一般に広報をしたら良い
のではないか等の感想をいただきました。

また、当日は午前中に豊田市渡刈クリーン
センターを、当事業所の後に豊田エコフル
タウンを見学されたそうです。


